
測定項目

ネットワーク品質測定システム
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特　　徴
■ オープンソースソフトウェア「Project BISMark」をベースに、アクセス網の測定向けにラボが改修
■ 測定プローブを用いて、個別の回線品質を自動測定、利用者による操作が不要
■ アクティブ、パッシブの2種類の測定が可能

測定方式

上下方向のスループット
（最高通信速度）

アクティブ測定
（ネットワーク帯域・品質測定）

往復遅延時間
（エンドツーエンド、アクセス回線） 

高負荷時の遅延時間

パケットロス

ジッタ（時間軸方向のゆらぎ）

実際のトラヒック量

パケット種別

主なサービスの利用状況
（OTT、その他）

宅内端末の利用状況
（STB、PC、モバイル等の区別）

測定用のトラヒックを発生させ、ネット
ワークの品質指標を、定量的に把握可能

パッシブ測定
（トラヒック測定）

回線上を流れているトラヒックを観測し、
ネットワーク利用状況を把握可能

●実際に測定用のトラヒックを発生させ、最高通信速度（スループット）や遅延時間な
どを実測する方式
●測定サーバからプローブを設置した任意の測定ポイント間で測定が可能
●アクセス網のサービス品質を定量的に把握する事が可能

〈アクティブ測定〉

●自らは測定用のトラヒックを発生させず、ユーザーの通信情報を観測する方式
●ネットワーク利用実態の把握に適する(スマートフォン、IP-STBなどでのOTT視聴等)

〈パッシブ測定〉

Internet
実際の通信トラヒックを観測
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対策後最低値：201Mbps 対策後最高値：857Mbps

ネットワーク品質測定システム
実証実験
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障害対策前後の効果測定事例

実用化に向けた追加開発

対策前最低値：78Mbps 対策前最高値：463Mbps

対策：L2,L3スイッチQoS設定変更対策：L2,L3スイッチQoS設定変更

■ 管理サーバWebUI開発
管理コンソール「BISmark management server」用のWebUIを開発
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